
１　教科に関する調査　　小学校・国語　

【総括】　小学校6年生の国語において、平均正答率は全国に比べて同程度であった。

○正答率が全国に比べて高かった問題

　　・必要なことを質問し、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉える問題（話すこと・聞くこと）

　　・互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、自分の考えをまとめる問題（話すこと・聞くこと）

　　・登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉える問題（読むこと）

●正答率が全国に比べて低かった問題

　　・表現の効果を考える問題（読むこと）

　　・文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文書を整える問題（書くこと）

　　・学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う問題（言葉の特徴や使い方）
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（４）小学校国語の状況
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（３）学習指導要領の領域等　平均正答率　（単位％）
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